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議  事 

■ 開会あいさつ 

（施設長 近藤浩之） 

 

お忙しい中お越し頂きまして、有難うございます。 

本来今日は、特養のもくれんユニットで開催する予定でしたが、もく

れんユニットで、看取りに入られたご利用者様がいまして、人の出入

り等を控えたいといことで、急遽、場所を変更させて頂きました。ご

迷惑おかけしまして、申し訳ございません。 

今日もいつも通り進めていくのですが、何かしら活発なご意見を頂け

ればと思いますので、1 時間程度ではありますが、宜しくお願い致し

ます。 

 

 

 

 



■ 各事業所からの 

状況・活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

□特別養護老人ホーム風早の家（坂田より） 

入所状況：定員 29 名－入所者数 23 名 

男女内訳：男性 2 名・女性 21 名 

介護度 ：介護 2‐3 名・介護 3－4 名・介護 4－9 名・介護 5－7 名 

○11 月 6 日 増田病院 療養型病床に転院され、退所される。 

 

＜法人及び高齢者総合福祉施設「風早の家」としての活動＞ 

① 10 月 7 日～9 日；秋祭りに参加させて頂きました。神輿や獅子

舞等来て頂き、お世話になりました。来年も継続して宜しくお願

いします。 

② 10 月 15 日・11 月 19 日；いきいきカフェ開催 

③ 11 月 13 日；特養利用者インフルエンザ予防接種実施。 

④ 11 月 17 日；地域合同防災訓練開催 

 

 

□デイサービスかしま・ままに（中山より） 

 （地域密着型通所介護 かしま） 

利用状況：定員 18 名 利用登録者数 39 名 

男女内訳：男性 10 名 女性 29 名 

   介護度：要支援 1－8 名 要支援 2－8 名 要介護 1－10 名 

要介護 2－7 名 要介護 3－4 名 要介護 4－2 名 

要介護 5－0 名 

 

＜その他利用者様の動き（新規契約等）＞ 

9 月 要支援 1 女性 新規利用 

要支援 2 女性 新規利用 

要支援 2 女性 新規利用 

 

10 月 要介護 1 女性 新規利用→利用中止 

要介護 3 女性 新規利用 

要介護 1 男性 新規利用 

要支援 1 名 入院 

要介護 1 名 ターミナルの為、利用中止 

 

 ＜活動報告＞ 

  10 月（地方祭・ボランティアさん・日中のご様子・外食） 

 

 ＜今後の課題＞ 

  現在月 3 回の選択レクリエーションや、毎週木曜日にセブンスター

の移動販売車での買い物等を取り入れております。 



レクリエーションの内容がマンネリ化している為、毎月新企画のレ

クリエーションを取り入れていかなければいけません。 

  他の事業所のレクリエーション予定表を参考にしたり、見学などを

行うことで、どのようなことを取り入れたら利用者様が楽しんで体

を動かし、楽しい時間を過ごせて頂けるのか、スタッフ全員で考え

ていきたいと思います。そして「デイサービスかしまに行けば、こ

んな楽しいことが出来る。」と皆様に言って頂けることを目標にした

いと思います。 

 

 ＜利用者様の獲得・1 日利用者数増に向けて＞ 

現在 1 日平均 10.7 名の方がデイサービス利用されております。 

多い日には 14 名、少ない日には 6 名と曜日によってかなりの差があ

ります。 

今後新規利用者様をどの曜日でお受入れしていくのか、現在ご利用

中で 利用日の追加を希望されている方などを把握し、曜日別の斑

を改善して いきたいと思います。 

 

 （認知症対応型通所介護 ままに） 

 利用状況：定員 12 名 利用登録者数 4 名 

  男女内訳：男性 1 名 女性 3 名 

  介護度： 要介護 1－1 名 要介護 2－1 名 要介護 3－2 名 

 

 ＜その他利用者様の動き（新規契約など）＞ 

  10 月 要介護 2 女性 週 2 回で新規利用開始→11 月から週 3 回 

 

 ＜活動報告＞ 

① レクリエーションのご様子 

 

＜今後の課題＞ 

現在、利用者様の登録が 4 名となりました。 

新規ご利用開始になった方は、幻聴・幻視・独語があり昼食後には

帰宅願望がや不穏の症状が見られております。ご家族様としては、

16 時までのご利用を希望されておりますが、認知症状の把握やご本

人様がデイサービスという環境に慣れて頂く為に 14 時までの利用

としております。 

今後は、ご家族やケアマネと連携を図り利用時間の延長や利用日の

追加を検討していきたいと思います。 

今後も利用者様おひとりおひとりに合わせた関わりを大切に、援助

を行っていきたいと思います。 

 

 



 

＜施設長より報告事項＞ 

「認知症対応型通所介護 ままに」について、ご報告させて頂きます。

「地域密着型通所介護 かしま」と「認知症対応型通所介護 ままに」

の二本立てのデイサービスで 5 年間やってきましたが、今年 12 月い

っぱいをもって、「認知症対応型通所介護 ままに」を一旦休止させ

て頂きたいと思っております。 

 

職員配置等の問題もありまして、一度「ままに」を閉めさせて頂き、

「かしま」を中心に盛り上げたいと思っております。 

現在、「ままに」登録して頂いているご利用者に関しては、「かしま」

の方に登録を変更して頂き、曜日・対応等変わらず、利用して頂き

ます。 

 

 

□小規模多機能にじいろ（宮本より） 

登録定員：12 名（内訳；通い 6 名・泊まり 6 名） 

男女内訳：男性 4 名・女性 8 名 

介 護 度：介護 2‐4 名・介護 3－4 名・介護 4－2 名・介護 5－2 名 

 

＜ご利用者様の動き＞ 

① 要介護度 2 の女性利用者様が、ご家族様の都合にて、11 月 21 日

に老人保健施設に転院され、退所となる。（登録定員が 11 名にな

ります。） 

 

② 居宅介護支援事業所や老人保健施設、北条病院の地域連携室等よ

り連泊利用の相談の問い合わせは随時ありますが、現時点で利用

開始には繋がっておりません。 

 

 ＜活動報告＞ 

① 10 月 1 日（日） ご利用者の皆さんと一緒にオムレツのおやつ作

りを行いました。ご利用者の方に具材を混ぜたり、フライ返しで

ひっくり返して頂きました。普段食事が進まない方も、箸が進み、

たくさん召し上がられました。 

 

② 10 月 7 日（土）  かなさんどう玄関前にて、苞木地区のだんじり

が来て、音と雰囲気を一緒に楽しまれました。 

 

③ 10 月 9 日（月）  本部前の玄関にて、苞木地区の神輿が来られ、

地域の皆さんと一緒にご祈祷しました。 

 



 

④ 10 月 17 日（火） 浅海方面へ全ご利用者を連れて、コスモスド

ライブに出かけました。あいにくの小雨の天候で、車から降りる

事はできませんでしたが、「きれいですねぇ。」「景色が良いです

ね。」と大変喜んでくださいました。 

 

⑤ 10 月 29 日（日） 女性のご利用者様の誕生日会を開催しました。

皆さんと一緒に歌を歌ったり、プリンを美味しく食べました。 

 

⑥ 10 月 31 日（火）うちみや保育園の園児が、ハロウィンパーティ

ーで風早の家に遊びに来て、交流を図りました。ご利用者様が仮

装した園児におやつを渡したり、握手をされたりして、喜ばれま

した。 

 

⑦ 今回、老人保健施設からの 4ヶ月連泊のお受入れが、無事終了し

ました。 

この事例を元に、今後も引続き老人保健施設と連携を図り、定期

的にご利用者の受け入れ体制を強化して参ります。 

 

 

■質疑応答 

 

 

 

□民生・児童委員より 

Q. 居宅介護支援事業所、老人保健施設、ターミナルとは何ですか？ 

 

A.（松山市保険課より） 

① 居宅介護支援事業所とは、ご自宅で介護を受けておられる方はケ

アマネージャーがついて色々とサービスを決めて、プランを作ら

れます。プランを立てるケアマネージャーがいる所と居宅介護支

援事業所と言います。 

② 老人保健施設とは、介護保険施設の 3 施設の 1 つです。 

3 施設のうち、１つ目は「風早の家」のような、特別養護老人ホ

ームです。２つ目に介護老人保健施設、３つ目に介護療養型医療

施設があります。 

介護老人保健施設というのは、病院のケアも必要で、かつ訓練を

しながらなるべく自宅での生活ができるように、リハビリを受け

る施設です。入院期間は最高で 3 ヶ月で、永久的にはお世話を受

けられない施設です。この近辺だと、「海辺の郷」があります。 

 Ａ．（地域包括支援センターより） 

③ ターミナルとは、余命わずかになった方が、病院ではなくて、こ

ういう施設で死を迎えることを言います。 



 

Q. レクリエーションのマンネリ化とは何ですか？ 

 

A.（中山より） 

風船バレーやスリッパ飛ばしが、月の中で数回予定として入ってい

ます。マンネリ化しているとは言いますが、ご利用者様皆様、楽し

んでおられます。 

毎回、スタッフが本を参考にしたりして考えていますが、同じ風船

を使ったとしても、違ったことが出来るのではないかとアイディア

を出しながらレクリエーションをやっているというところで、「レ

クリエーションのマンネリ化」と表現させて頂きました。 

□地域包括支援センターより 

Q. 今後、認知症のデイが年内で休止になりますが、認知症のデイが

必要なご利用者がいれば、「かしまを紹介させて頂き、受け入れ

ることは可能でしょうか？ 

 

A.（中山より） 

① 今までの経験を活かしながら、「かしま」でも、個別の対応であっ

たり、短時間での受け入れでも、対応は可能です。 

 

 

■連絡事項等 

 

 

 

 

 

 

 

 

（宮本より） 

□小規模多機能型居宅介護事業「サービス評価」の開催について 

 平成 30 年 2 月 20 日（火）または、27 日（火）のどちらかで開催予

定となっております。 

事業所内で、職員の自己評価を実施した後、地域の皆様に「地域かか

わりシート」をお送りさせて頂きますので、率直な意見をお聞かせ下

さい。 

日程が決まり次第、書面でお送りしますので、ご予定を検討頂き、ご

確認下さい。 

 

 

 

□次回、開催予定について 

  平成 30 年 1 月 30 日（火）  

  場所：小規模多機能 にじいろ にて 開催予定 

※詳細は、後日案内させて頂きます。 

 

 


